
新潟県上越市
JOETSU CITY

人口の状況等について
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資料３



出典 総務省「国勢調査」及び、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成30年3月推計） により作成
※平成12年以前の数値は、現在の市域に合わせて組み替えたもの 2

【長期的な人口の推移と将来推計人口の比較】

・国立社会保障・人口問題研究所の平成３０年３月推計データ
によると、上越市の人口は令和７年には約１８万千人、さらに２
０年後の令和２７年には約１４万３千人に減少すると推計され
ている。

・直近の国勢調査が実施された平成２７年から令和２７年まで
の３０年間で、総人口の規模は約４分の３になることが想定さ
れている。

・また、年齢構成をみると、６５歳以上の高齢者が人口に占め
る割合は、平成２７年時点の３０．１％から令和２７年には４０．
６％に上昇し、１５歳未満の年少者が総人口に占める割合は、
平成２７年時点の１２．８％から令和２７年には１０．４％に低下
するとみられている。



出典 各年国勢調査により作成
※平成12年以前の数値は、現在の市域に合わせて組み替えたもの
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【地域自治区別の人口の増減】

・昭和５５年から平成２７年までの３５年間の人口増減を市内２
８区の地域別に見ると、７区では人口が増加しているが高田、
直江津、中山間地域など２１区で人口が減少している。
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出典 住民基本台帳により作成
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【長期的な人口の推移】

出典 新潟県人口移動調査結果報告により上越市創造行政研究所作成
※各年度の人口動態データの対象期間は、前年10月から当年9月までのもの（例：H26の値は、H25年10月からH26年9月まで）
※平成12年以前の数値は、現在の市域に合わせて組み替えたもの

・平成初期までは、自然増が社会減をカバーしていたが、平成
１７年以降は、出生数より死亡数が上回る自然減に転じたこと
により、社会減と合わせて人口減少の傾向が著しくなってきて
いる。

・平成３０年には、年間１，９４２人の人口減少が生じている。

折れ線

上越市の人口増減の推移 （1971-2014）

(注）各年データの対象期間は、前年10月1日～当年9月30日までの1年間

(出所）新潟県「新潟県人口移動調査結果報告」に基づき上越市創造行政研究所作成
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上越市の人口増減の推移 （1971-2014）

H27H22H17H12H7H2S60S55S50S46 H30

バブル崩壊



6

【出生数と合計特殊出生率の推移】

出典 厚生労働省「人口動態調査」
※平成12年以前の数値は、現在の市域に合わせて組み替えたもの

・当市における合計特殊出生率は、平成２
９年には１．５２となっており、全国の１．４
１、新潟県の１．４３と比較し高い数値と
なっている。

・近年では平成２５年の１．６８が最も高く、
平成２６年以降は低下傾向にある。

・平成２９年の出生数は、１，３２３人で近年
で最も少ない値となっている。
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【年代別の純移動数】

出典 総務省「国勢調査」

・当市の年代別の純移動数を見ると、１０代後半から２０代前
半にかけての人口流出が著しくなっている。

・２０代後半から３０代前半にかけては当市へ転入の傾向が見
られるが、男性の数と比較して女性の数が少なくなっている。
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【上越市内の高等学校における卒業者の進路の状況】

出典 平成30年度学校基本調査により作成

・市内の高校卒業者の進路を見ると、６５．９％が進学、３１．
１％が就職となっている。

・進学者１，１０９人に県外就職者４１人を加えた１，１５０名が
将来Ｕターンする可能性のある人だと言える。
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パターン 合計特殊出生率の仮定

①H29国立社会保障・人口問題研究所の推計（準拠） 1.59前後で推移し、2045年以降は1.61で一定

②H25国立社会保障・人口問題研究所の推計（準拠） 低下傾向で推移し、2030年以降は1.52で一定

③H27市独自推計（②＋出生率1.68） 1.68（2013年実績値）で一定

【上越市の将来人口推計シミュレーション】

・令和４７年における当市の総人口は、平
成２５年時点の国立社会保障・人口問題研
究所の推計（緑色）と比較して、最新の平
成２９年の推計（青色）総人口の値は、低く
なっている。


